
副
鼻
腔
炎
と
は
、
鼻
腔
（
鼻
の
中
）

と
隣
接
す
る
骨
の
中
の
空
洞
（
副
鼻

腔
）
に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
で
す
。

副
鼻
腔
は
自
然
口
と
い
う
穴
で
鼻

腔
と
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
外
部

か
ら
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て

感
染
し
た
り
、
花
粉
や
ダ
ニ
な
ど
が

侵
入
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
き

た
り
し
て
、
粘
膜
に
炎
症
が
生
じ
ま

す
。
炎
症
が
起
こ
る
と
副
鼻
腔
内
部

の
粘
膜
が
厚
く
な
っ
た
り
、
分
泌
物

が
多
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

副
鼻
腔
炎
は
、
1
カ
月
以
内
に
治

る
急
性
副
鼻
腔
炎
と
、
３
カ
月
以
上

症
状
が
続
く
慢
性
副
鼻
腔
炎
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

▼
急
性
副
鼻
腔
炎

多
く
は
鼻
風
邪
を
き
っ
か
け
に
発

症
し
ま
す
。
高
齢
者
や
抵
抗
力
が
低

下
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
に
は
、
真

菌
（
カ
ビ
）
感
染
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▼
慢
性
副
鼻
腔
炎

蓄
膿
症
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

長
期
に
わ
た
る
治
療
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
最
近
で
は
、
難
治
性
の
好
酸

球
性
副
鼻
腔
炎
（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

副
鼻
腔
炎
の
特
徴
的
な
症
状
は
、

粘
り
気
の
あ
る
黄
色
や
黄
緑
色
を
し

た
鼻
水
と
鼻
づ
ま
り
で
す
。

鼻
づ
ま
り
は
鼻
腔
内
の
粘
膜
が
腫

れ
た
り
、
鼻は

な
た
け茸
（
ポ
リ
ー
プ
）
が
で

き
た
り
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

一
方
、
鼻
水
は
の
ど
側
に
流
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
後
鼻
漏
）。
鼻
水
・

鼻
づ
ま
り
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
嗅
覚
・

味
覚
障
害
、
頭
痛
・
頭
重
、
頰
や
額

の
痛
み
、
歯
痛
な
ど
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
管
支
ぜ
ん

そ
く
が
起
き
た
り
、
脳
や
目
に
重
い

合
併
症
が
起
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

鼻
風
邪
を
引
い
た
あ
と
鼻
の
症
状

が
長
引
い
て
い
る
場
合
は
、
耳
鼻
咽

喉
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

耳
鼻
咽
喉
科
で
は
問
診
に
続
き
、

次
の
よ
う
な
検
査
を
行
い
ま
す
。

▼
鼻
の
中
を
見
る
検
査

鼻
鏡
で
鼻
の
中
を
観
察
し
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
も
普
及
し
て
い
ま
す
。

▼
画
像
検
査

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
で
、

副
鼻
腔
の
粘
膜
の
腫
れ
や
分
泌
物
な

ど
が
た
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
の
検
査

炎
症
の
程
度
を
知
る
た
め
に
血
液

検
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
症
状
に

よ
り
、
嗅
覚
検
査
、
細
菌
検
査
、
鼻

腔
通
気
性
検
査
な
ど
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
局
所
療
法
と
薬
物
治
療
を
行

い
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
手
術
が

検
討
さ
れ
ま
す
。

▼
局
所
療
法

　
鼻
水
を
吸
引
す
る
「
鼻
処
置
」、

鼻
の
中
に
ノ
ズ
ル
を
差
し
込
ん
で
霧

状
の
薬
剤
を
吸
い
込
む
「
ネ
プ
ラ
イ

ザ
ー
療
法
」、
鼻
の
中
に
麻
酔
を
し

た
う
え
で
、
副
鼻
腔
炎
内
を
生
理
食

塩
水
で
洗
う
「
副
鼻
腔
洗
浄
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

▼
薬
物
療
法

　
急
性
の
場
合
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
な

ど
の
抗
菌
薬
を
短
期
間
使
用
し
、
慢

性
の
場
合
は
粘
膜
の
機
能
を
活
性
化

さ
せ
る
作
用
の
あ
る
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド

系
抗
菌
薬
を
２
〜
３
カ
月
か
け
て
少

量
ず
つ
投
与
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
鼻
症
状
を
改
善
す
る

た
め
に
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
（
点
鼻
薬
）

を
、
症
状
が
急
に
悪
化
し
た
り
、
鼻

茸
が
で
き
た
り
し
た
場
合
に
は
、
飲

み
薬
の
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
使
い
ま
す
。

▼
手
術

　
内
視
鏡
を
使
っ
た
手
術
が
一
般
的

で
、
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
粘
膜
や

鼻
茸
を
取
り
除
い
た
り
、
自
然
口
を

広
げ
た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
副
鼻
腔
炎
は
歯
の
ト
ラ
ブ

ル
が
原
因
で
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
場
合
は
歯
科
で
治
療
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鼻
の
周
囲
に
あ
る
空
洞
が

炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す

粘
り
気
の
あ
る
黄
色
い
鼻
水

と
鼻
づ
ま
り
が
特
徴
で
す

薬
物
療
法
で
は
抗
菌
薬
や

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
な
ど
を
使
用

治りにくいタイプが増加中

副鼻腔炎
鼻水や鼻づまり、匂いや味がわからないなどの症状が現れる副鼻腔炎。

最初は軽い鼻風邪と思っていても、鼻水や鼻づまりが長引き、
副鼻腔炎と診断される人が少なくありません。

しかも、近年は治りにくい種類の副鼻腔炎が増えています。

難治性の
好酸球性副鼻腔炎とは？

副鼻腔はどこにあるの？

こんな症状はありませんか？

気になる症状がある場合
は、早めに耳鼻咽喉科を
受診しましょう。

副鼻腔炎は、白血球の好中球によるものが主体です
が、近年は治療をしても治りにくい好酸球による副鼻
腔炎が増えています。国内での患者数は約２万人と推
定されています。

なお、好酸球性副鼻腔炎は国の指定難病となってい
るため、認定基準を満たせば、医療費の助成を受ける
ことができます。

□ ドロドロとした黄色や黄緑色の
    鼻水が出る

□ 鼻づまりがある

□ 鼻水がのどの奥に流れる

□ 目の奥が痛い

□ 頭が重い、頭痛がする

□ 頬または額が痛い

□ 匂いや味がわからない

□ 鼻やのどが不快で
    安眠できない

・成人以降に発症することが多い

・アレルギー的な過敏症がみられる

・鼻水が黄色く粘り気が強い

・鼻茸が多発して、両側の鼻づまりがひどい

・嗅覚障害が多い　　　　　　　　  など

副鼻腔は４種類あり、それぞれ左右に１対ずつ、合
計８個あります。

副鼻腔内は粘膜で覆われており、粘液と繊毛が侵
入してきた異物（細菌やウイルスなど）を捕らえて排出
します。ところが、粘膜が炎症を起こすと繊毛の働き
が低下したり、副鼻腔と鼻腔をつなぐ穴（自然口）が
詰まったりして、副鼻腔内の異物や粘液が排出されに
くくなるのです。

蝶
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形
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洞
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篩
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洞
どう

監修 仁保達夫
にほ・たつお
大船耳鼻咽喉科クリニック院長
札幌医科大学医学部卒業。横浜市の大学病院とその
関連病院などでの20年間の経験を地域医療に生かす
ために、2020年2月クリニックを開業。幅広い世代の患
者さんが気軽に相談できるクリニックを志し、日々診療
を行っている。資格は日本耳鼻咽喉科学会認定耳鼻咽
喉科専門医・指導医など。

Q1 副鼻腔炎とはどんな病気ですか？

Q2 どんな症状が現れるのですか？

Q3 副鼻腔炎の治療法を教えてください。
A

A

A

知っておきたい
健康相談室

教えて
ドクター！
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